
株主 優 待

投資家の皆さまへ 会社プロフィール 株価チャート（月足）業績

※最新の株価については　　 　（www.net-ir.ne.jp）でご確認ください。
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電気炉を中核とした資源循環型事業をグローバルに展開

　当社グループは、鉄スクラップを電気炉で溶融し、鉄鋼製品
に再生する電炉メーカーです。国内の主要需要地４カ所に製造
拠点を持ち、地域で異なるマーケット動向に即応できる生産・
販売体制を構築。主力製品である鉄筋コンクリート用棒鋼は、
高層ビルや高速道路、マンション、一般住宅などに幅広く使用
され、国内市場ではトップシェア

＊

を誇ります。
　また、成長戦略のひとつとして、人口減による国内鉄鋼需要
の減少に備え、近年海外鉄鋼事業にも注力し、日本・ベトナム・
北米の世界3極体制で事業展開しています。
　さらに、電気炉操業時に発生する熱を利用した産業・医療廃
棄物の無害化溶融処理システムを開発し、焼却炉では処理が難
しい廃棄物の処理なども行っています。
　鉄は何度でも再生できる優秀な素材です。当社グループは、電
気炉の操業技術で、資源循環型社会の実現に貢献していきます。

割当基準日3月末日

鉄筋コンクリート用棒鋼の国内シェアトップ
環境リサイクル事業も行う電炉メーカー

オリジナルQUOカード
1,000円分 （100株以上）
2,000円分 （1,000株以上）
※�1年以上継続保有（3月末日および9月末日の株主名簿に同一株
主番号で連続3回以上記載）の株主さまには下記のとおり進呈

2,000円分 （100株以上）
3,000円分 （1,000株以上）

電炉業は、役割を終えた鉄（スクラップ）を原材料として
再利用するため、限りある資源の循環を担うサステナブ
ルな産業です。

鉄筋を中心とした建設用鋼材を社会へ供給す
る事業を通じて人々の安全で快適な暮らしを
支えています。

1964年の台湾での合弁事業を皮切りに、
現在、成長市場のベトナムと成熟市場の北米
にて事業を行っています。

鉄スクラップの溶解時に発生する数千度の
アーク熱をさまざまな産業・医療廃棄物処理
に活用しています。

国内鉄鋼事業 海外鉄鋼事業 環境リサイクル事業

1973年
初の米国進出

1947年
創立

1994年
ビナ・キョウエイ・
スチール社設立

2011年
キョウエイ・スチール・
ベトナム社設立

2016年
ビントン・スチール社設立

2020年
アルタ・スチール社買収

2018年
ベトナム・イタリー・
スチール社買収

2020年
アルタ・スチール社買収

単独 連結
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国内
海外

売上高の推移

（億円）

世界3極体制で
リスク分散

近年の海外鉄鋼事業強化により、海外売上高は
全体の50％を超えました（2022年3月期）
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さらに詳しく知りたい方は
当社ホームページへ！ ▶▶▶

株価チャートは、QUICKデータ（2022年8月31日時点）を基に作成しています。財務データは基本的に連結（配当金のみ個別）の実績直近4期分を記載しており、予想1期分の数値記載については、各掲載企業の任意と 
なっています。また、1株当たり配当金の「特」は特別配当込み、「記」は記念配当込みであることを指します。業績についての掲載内容は各企業から情報提供を受けて制作したものですが、最新の情報についてはご自身で
ご確認をお願いいたします。

代表取締役社長

廣
ひろとみ

冨 靖
やすゆき

以

　当社は、本年2022年に創立75周年を迎えま
す。今後目指すべき「100年企業」に向けて、
創業の精神である“Spirit of Challenge”という
経営理念の下、2023年度を最終年度とする中期
経営計画「NeXuS 2023」を推進しています。
Nexus（ネクサス）は「つながり・連携」という
意であり、グループ内外のつながりを強化して経
験や知見を広げ、次代につなげていくことをコン
セプトとしています。事業の成長に向けた施策を
進めると同時に、ESGの取り組みや成長を支える
経営基盤の強化にも力を注ぎ、資源循環型社会の
実現になくてはならない企業、「エッセンシャル・
カンパニー」を目指します。
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1947年、大阪市城東区に共栄製鉄㈱を創立。48
年、共英製鋼㈱に社名変更。62年、大阪市西淀川
区に当社初の電炉工場建設。64年、海外事業開始。
72年、大阪府枚方市にて製鋼圧延一貫体制確立（現・
枚方事業所）、山口県に山口共英工業㈱（現・山口
事業所）設立。84年、名古屋事業所設立。94年、
ベトナム南部にビナ･キョウエイ･スチール社設立、
茨城県に関東スチール㈱設立。2006年、東証1部・
大証1部に上場。2011年、ベトナム北部にキョウ
エイ・スチール・ベトナム社を設立。2016年、米
国のビントン・スチール社を買収。2018年、ベト
ナム北部のベトナム・イタリー・スチール社を買収。
2020年、カナダのアルタ・スチール社を買収。
2022年4月、東証プライム市場に移行。

1,000
円

東証
プライム

通期

■設立：1947年8月
■資本金：18,516百万円
■市場：東証プライム
■決算月：3月
■発行済株式数：44,898千株
■従業員数：4,021人

5440 共英製鋼 
きょうえいせいこう

■お問い合わせ先
〒530-0004　大阪府大阪市北区堂島浜1-4-16　アクア堂島西館
共英製鋼㈱　経営企画部IR課
TEL.06-6346-5221(代)  https://www.kyoeisteel.co.jp/

　鉄　鋼5440

共
共
共
共
共

決算期 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3（予）

売上高
（百万円） 242,257 239,343 226,371 292,719 384,000

経常利益
（百万円） 8,646 18,954 12,935 10,549 12,500

1株当たり
利益（円） 149.7 183.5 202.2 145.4 184.0

1株当たり
配当金（円） 40.0 75.0 60.0 40.0 45.0

記
※�2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適
用。同期以降の業績は当基準等適用後の数値
＊2023年3月期の予想値は、2022年7月29日の公表値
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内容は基本的に2022年8月31日現在の公表情報をベースとして掲載

5440

https://yutai.net-ir.ne.jp/company/5440/
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電気炉を中核とした資源循環型事業をグローバルに展開

　当社グループは、鉄スクラップを電気炉で溶融し、鉄鋼製品
に再生する電炉メーカーです。国内の主要需要地４カ所に製造
拠点を持ち、地域で異なるマーケット動向に即応できる生産・
販売体制を構築。主力製品である鉄筋コンクリート用棒鋼は、
高層ビルや高速道路、マンション、一般住宅などに幅広く使用
され、国内市場ではトップシェア

＊

を誇ります。
　また、成長戦略のひとつとして、人口減による国内鉄鋼需要
の減少に備え、近年海外鉄鋼事業にも注力し、日本・ベトナム・
北米の世界3極体制で事業展開しています。
　さらに、電気炉操業時に発生する熱を利用した産業・医療廃
棄物の無害化溶融処理システムを開発し、焼却炉では処理が難
しい廃棄物の処理なども行っています。

鉄は何度でも再生できる優秀な素材です。当社グループは、電
気炉の操業技術で、資源循環型社会の実現に貢献していきます。

割当基準日3月末日

鉄筋コンクリート用棒鋼の国内シェアトップ
環境リサイクル事業も行う電炉メーカー

オリジナルQUOカード
1,000円分 （100株以上）
2,000円分 （1,000株以上）
※�1年以上継続保有（3月末日および9月末日の株主名簿に同一株
主番号で連続3回以上記載）の株主さまには下記のとおり進呈

2,000円分 （100株以上）
3,000円分 （1,000株以上）

電炉業は、役割を終えた鉄（スクラップ）を原材料として
再利用するため、限りある資源の循環を担うサステナブ
ルな産業です。

鉄筋を中心とした建設用鋼材を社会へ供給す
る事業を通じて人々の安全で快適な暮らしを
支えています。

1964年の台湾での合弁事業を皮切りに、
現在、成長市場のベトナムと成熟市場の北米
にて事業を行っています。

鉄スクラップの溶解時に発生する数千度の
アーク熱をさまざまな産業・医療廃棄物処理
に活用しています。

国内鉄鋼事業 海外鉄鋼事業 環境リサイクル事業

1973年
初の米国進出

1947年
創立

1994年
ビナ・キョウエイ・
スチール社設立

2011年
キョウエイ・スチール・
ベトナム社設立

2016年
ビントン・スチール社設立

2020年
アルタ・スチール社買収

2018年
ベトナム・イタリー・
スチール社買収

2020年
アルタ・スチール社買収
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近年の海外鉄鋼事業強化により、海外売上高は
全体の50％を超えました（2022年3月期）
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さらに詳しく知りたい方は
当社ホームページへ！ ▶▶▶

株価チャートは、QUICKデータ（2022年8月31日時点）を基に作成しています。財務データは基本的に連結（配当金のみ個別）の実績直近4期分を記載しており、予想1期分の数値記載については、各掲載企業の任意と 
なっています。また、1株当たり配当金の「特」は特別配当込み、「記」は記念配当込みであることを指します。業績についての掲載内容は各企業から情報提供を受けて制作したものですが、最新の情報についてはご自身で
ご確認をお願いいたします。

代表取締役社長

廣
ひろとみ

冨 靖
やすゆき

以

当社は、本年2022年に創立75周年を迎えま
す。今後目指すべき「100年企業」に向けて、
創業の精神である“Spirit of Challenge”という
経営理念の下、2023年度を最終年度とする中期
経営計画「NeXuS 2023」を推進しています。
Nexus（ネクサス）は「つながり・連携」という
意であり、グループ内外のつながりを強化して経
験や知見を広げ、次代につなげていくことをコン
セプトとしています。事業の成長に向けた施策を
進めると同時に、ESGの取り組みや成長を支える
経営基盤の強化にも力を注ぎ、資源循環型社会の
実現になくてはならない企業、「エッセンシャル・
カンパニー」を目指します。
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1947年、大阪市城東区に共栄製鉄㈱を創立。48
年、共英製鋼㈱に社名変更。62年、大阪市西淀川
区に当社初の電炉工場建設。64年、海外事業開始。
72年、大阪府枚方市にて製鋼圧延一貫体制確立（現・
枚方事業所）、山口県に山口共英工業㈱（現・山口
事業所）設立。84年、名古屋事業所設立。94年、
ベトナム南部にビナ･キョウエイ･スチール社設立、
茨城県に関東スチール㈱設立。2006年、東証1部・
大証1部に上場。2011年、ベトナム北部にキョウ
エイ・スチール・ベトナム社を設立。2016年、米
国のビントン・スチール社を買収。2018年、ベト
ナム北部のベトナム・イタリー・スチール社を買収。
2020年、カナダのアルタ・スチール社を買収。
2022年4月、東証プライム市場に移行。
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円

東証
プライム

通期

■設立：1947年8月
■資本金：18,516百万円
■市場：東証プライム
■決算月：3月
■発行済株式数：44,898千株
■従業員数：4,021人

5440 共英製鋼 
きょうえいせいこう

■お問い合わせ先
〒530-0004　大阪府大阪市北区堂島浜1-4-16　アクア堂島西館
共英製鋼㈱　経営企画部IR課
TEL.06-6346-5221(代)  https://www.kyoeisteel.co.jp/

　鉄　鋼5440
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決算期 2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3（予）

売上高
（百万円） 242,257 239,343 226,371 292,719 384,000

経常利益
（百万円） 8,646 18,954 12,935 10,549 12,500

1株当たり
利益（円） 149.7 183.5 202.2 145.4 184.0

1株当たり
配当金（円） 40.0 75.0 60.0 40.0 45.0

記
※�2022年3月期の期首より「収益認識に関する会計基準」等を適
用。同期以降の業績は当基準等適用後の数値
＊2023年3月期の予想値は、2022年7月29日の公表値

↓
自
動
で
社
名
が
入
り
ま
す
（
変
数
）

２
行
に
な
る
と
き
は
選
択
し
た
状
態
で

「
書
式
」
→
「
テ
キ
ス
ト
変
数
」
→
「
変
数
を
テ
キ
ス
ト
に
変
換
」

正
し
て
く
だ
さ
い

↑�「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

↓帯の証券コード自動ではい
ります

↑�「K-00」はファイル名の
末尾が自動で入ります

45.0
円

2.9
％

2023.3 (予) 

3月末日 

2023.3 (予) 

予

400,000

300,000

200,000

100,000

0

売上高（百万円）
経常利益（百万円）

20,000

15,000

10,000

5,000

0
（予）2019.3 2020.3 2021.3 2022.3 2023.3

5440_共英製鋼_11.indd   すべてのページ5440_共英製鋼_11.indd   すべてのページ 2022/09/28   10:192022/09/28   10:19

内容は基本的に2022年8月31日現在の公表情報をベースとして掲載

5440

https://www.kyoeisteel.co.jp
https://quote.nomura.co.jp/nomura/cgi-bin/parser.pl?TEMPLATE=nomura_tp_kabu_01&QCODE=5440



